
多摩テクノプラザ総合支援窓口のご紹介

装置外観 長辺210×短辺64×高さ10（㎜）

お客さまのやりたいことを実現させるために
最良の研究員を紹介

3Dプリンター 
Stratasys Objet500 Connex3 導入

多摩テクノプラザ開設5周年記念
「技術交流会2015」「記念式典」開催

  

墨田支所　生活技術開発セクター　 　
      

　多摩テクノプラザは、平成22年2月22日の開設から5周年を迎えます。これを記念し、平成27年2月6日（金）に「技術交流会
2015」および「記念式典」を開催します。

日　　時：平成2７年２月６日（金）　14:00～17:00
会　　場：パレスホテル立川 4階　ローズルーム（西） （立川市曙町2-40-15）　
定　　員：200名
プログラム
14:00～14:15　「多摩テクノプラザの5年とこれから」　多摩テクノプラザ　所長　近藤 幹也
14:15～15:15　開発を加速する多摩テクノプラザ
　 　14:15～14:45　繊維・化学グループ成果報告
　 　14:45～15:15　電子・機械グループの成果報告
15:15～15:30　コーヒーブレイク
15:30～16:45　特別講演
　　　　　　　　「小惑星探査機『はやぶさ２』、 太陽系起源を探る新たな挑戦」
　　　　　　　　（独）宇宙航空研究開発機構　宇宙教育センター　特任担当役　清水 幸夫 氏
16:45～16:55　質疑応答
16:55～17:00　閉会挨拶　多摩テクノプラザ　総合支援課長　山口 美佐子

申込方法 　ウェブサイト （http://www.iri-tokyo.jp/） からお申し込みいただくか、
　　　　　  申込用紙にご記入の上、FAX（042-500-2397）でお申し込みください。
　　　　　 ※技術交流会2015にご参加の方は、開設5周年記念式典にもご出席いただけます。

日　　時：平成2７年２月６日（金）
 17:00～19:00
会　　場：パレスホテル立川　
 ローズルーム（東） 
 （立川市曙町2-40-15）　
定　　員：200名
内　　容：技術交流会2015参加者、
 招待者の皆さまおよび研究員の 
 交流を行います。

　3種類の材料を混ぜ合わせて高速造形することができます。ご利用に関す
るご相談や造形料金のお見積りは無料です。お気軽にお問い合わせください。

　今さら聞けない3Dプリンターの概要・基礎知識・活用方法をストラタシス
社から、3Dプリンター活用のための支援ツール群をマテリアライズ社からそ
れぞれご講演いただきます。両社はともにトップランナーであり、今後の業界
展望についてもお話を伺います。セミナーの最後には、都産技研の3Dプリン
ター事業とその利用方法についてご案内します。

日　時：平成27年3月4日（水） 13：00～17：00
場　所：墨田支所 セミナー室
参加費：2,000円
申込方法：都産技研ホームページよりお申し込みください。

　生活技術開発セクターでは、平成26年12月1日（月）よりインクジェット式カラー3Dプリンターの機器利用を開始しました。
これに合わせて、「3Dプリンタ事始め」と題したセミナーを開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。

　都産技研は、日本最大級の公設試験研究機関です。そのため、毎日、全国か
ら多くの相談が寄せられます。都産技研が扱う分野は多岐にわたるだけでな
く、依頼試験や機器利用など、さまざまなサービスを提供しているため、どこ
に相談をして良いか迷ってしまうこともあると思います。そのような際の最
初の相談先として、本部に総合支援窓口を設けています。今回は、総合支援窓
口の水野主任研究員にお話を伺いました。

　総合支援窓口では、来所による対面での相談のほかに、電
話やFAX、都産技研のホームページにある「技術相談フォー
ム」からも相談を受け付けています。平成25年度は電話での
相談が約10,000件、技術相談フォームからの相談が約
5,400件ありました。窓口には常時7～8名のスタッフが待
機し、それらの相談に迅速に対応しています。

　他の道府県の公設試験研究機関で対応することができな
かった案件を都産技研に相談されるケースもあります。電話
でお話を伺いながら、お客さまが何を求めているかを確認
し、適任の研究員へとつないでいきます。そのために活用し
ているのが、研究員のデータベースです。この中には、各研究
員の研究分野に関するデータが集められていて、お客さまと
会話をしながらキーワードで研究員を絞り込み、適任者をす
ばやく探すのに役立っています。
　技術相談フォームからの相談についても、随時職員が対応
しています。相談内容にあった適任者を見つけ次第、その旨
をすぐにメールで返信し、研究員からの回答をお待ちいただ
くようにしています。

　同じ機器を使用するサービスでも、依頼試験と機器利用で
は担当する部署が異なる場合があります。また、修理や点検
などで機器が使えない場合や、機器を入れ替えたりすること
もあります。こうした設備状況や新しく導入したサービスな
どは、窓口のスタッフ全員ですぐに情報を共有して常に最新
の情報を把握し、お客さまの相談に最良の提案ができるよう
に心がけています。万が一、都産技研で対応できなかった場
合は、対応できる別の機関をご紹介いたします。お困りのこと
がございましたら、ご相談は無料で承りますので、まずは総合
支援窓口にご連絡ください。

ご相談に関して
お困りのことがありましたら、本部 総合支援窓口にお越しいただくか、電話、FAX、都産技研ホームページ「技術相談フォー
ム」よりお気軽にご連絡ください。
　　TEL 03-5530-2140（直通）　FAX 03-5530-2144
　　技術相談フォームURL　http://www.iri-tokyo.jp/cgi-bin/sodan/sodan.cgi
　　対応時間　9:00～17:00
※直接お越しいただいた場合、状況によりご相談までお時間のかかる場合がありますので、事前に電話やFAX、技術相談フォームより、

相談のご予約をされることをおすすめします。

電話やホームページでも
相談を受け付けています

データベースを活用して
研究員を紹介します

最新情報を把握し、
最良の提案を行います

（独）宇宙航空研究開発機構　
宇宙教育センター　
特任担当役　清水 幸夫 氏

総合支援窓口  水野 裕正主任研究員

総合支援窓口では、数名のスタッフが常時お客さまのご相談に対応しています
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 総合支援課＜多摩テクノプラザ＞　TEL 042-500-2300お問い合わせ

  生活技術開発セクター＜墨田支所＞　TEL 03-3624-3731お問い合わせ

導入新機種

インクジェット式カラー3Dプリンター 3Dプリンタ事始め

利用料金例

技術交流会2015 開設5周年記念式典

最初の一時間：4,514円　　次の一時間：3,266円
　材料費（サポート材）：966円/50 g
　材料費（アクリル：CMYカラー）：2,332円/50 g
　例：右の造形品は14,000円でつくることができます。

セミナーの詳細・お申し込みは、
右記QRコードよりご覧ください。

セミナー
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